
石油化学工業協会 

 ２０１９年４月実績概要（メモ）  

（２０１９．５．２３）  
前年に対して、定修規模の縮小による生産の増加要因がある中、誘導品生産では強弱が有り。 
 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ５１６，１００トン  
 前 月  比    ▲８．２％（▲４６，３００トン） 
 前年同月比    ＋６．７％（＋３２，２００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９５．１ ％→ 当月 ９５．８％ ← 前年同月９５．９％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 １社１プラント ← 前年同月 ２社２プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数の減少に併せて定修規模差や稼働率要因等から LD、HD、PP、EO、ベンゼン、ト
ルエン、キシレンなどの１３品目がマイナス。SM、AN、SBR などの４品目は主に定修規模差等か
らプラスとなった。 
前年比では、定修規模差や稼働率要因等から HD、PS、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、EG などの６品目
でプラス。LD、PP、MMA モノマー、BR、ベンゼン、トルエン、キシレンなどの１１品目はマイナ
スとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数の減少と定修規模差や稼働率要因があわさり LD、HD、PP、PS の４樹脂でマイ
ナスとなった。 
前年比では、LD、PP は定修規模としては縮小しているものの稼働率要因からマイナス。HD、PS は
定修規模差からプラスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、LD では加工紙分野等、HD では射出成形分野での増加があったが、これら以外の出荷
分野での減少がありマイナスとなった。PP では主に射出成形分野の出荷増加からプラス、PS は連
休前の引き合いの活発化もありプラスとなった。 
前年比では、前年が定修に備えた在庫積み増しが続いていたこともあり、出荷自体がある程度抑え気
味の傾向にあった。これに対して当年は定修規模が前年ほどでないこともあり、LD では特に加工紙
分野、HD では中空成形分野等の出荷が増加しプラスとなった。PP では射出成形分野を中心とした
主要分野の出荷が大きく増加しプラス、PS は前年に出荷に落ち込みが見られたが、今年は全ての分
野で出荷が増加することとなった。 

ハ）輸    出 
前月比では 前月の輸出が期末要因等から大きく増加した影響もあり、当月は LD、HD、PP ともに
大幅なマイナスとなった。 
前年比では、前年が国内出荷と同様に輸出も低レベルであった。これに対して当年は LD、HD はプ
ラスとなった。PP は当月の国内出荷の増加もあり、輸出量が減少しマイナスとなった。 

ニ）在    庫 
在庫量は、LD、PP、PS で減少、HD はやや増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD は
前月並み、HD は上昇、PP、PS は低下した。在庫水準としては、LD、PS はほぼ適正、HD はやや
高め、PP はタイト気味となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ▲ ３．２ ％ －  
 定修要因等 ▲ ５．７ ％   ＋ ６．６ ％  
 能力増減 － ＋ ０．２ ％  
 稼働率変動  ＋ ０．７ ％ ▲  ０．１ ％  
 生産増減率 ▲ ８．２  ％ ＋ ６．７ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
３月末 ４月末 

L D ▲１２，７００ ３．２ ３．２ 

H D ＋ ２，３００ ３．５ ３．７ 

P P ▲２２，５００ ２．９ ２．５ 

P S  ▲   ５００ １．６ １．５ 


